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1 はじめに 

 

今回の調査地が静岡市清水区の由比に決まったと聞いても、静岡県外出身の私にはあまりピ

ンと来なかった。由比とはいったいどんな町なのだろう。周りの人に聞いてみることにした。 

「由比といえば桜えびでしょ。」 

こんな声が県内出身の友人やアルバイト先の大人から多く聞かれた。桜えび—―かき揚げ

などに入っているあの小さなエビのことだろうか――どうして由比といえば桜えびなのだ

ろう？『さくらえび漁業百年史』によれば、サクラエビ1とは深海に生息する小型のエビで

あり、日本で獲れる 100 パーセントが駿河湾産、水揚げされているのは静岡県の由比港と

大井川港の 2 か所だけなのだということがわかった。とても貴重な水産物なのだ。 

2015 年 2 月の週末に由比に下見に行くと、由比駅の目の前には桜えびのモニュメントが

そびえたっており、看板や旗などから町全体も桜えびを特産品として押し出している様子

であった。由比港漁業協同組合（由比漁協）が運営する「浜のかきあげや」という桜えび料

理を中心に販売する店には行列をなすほどの観光客が来ていた。想像以上に、由比には桜え

びを観光業の中心にしようとする動きがあり、それは成功しつつあるようだと感じた。この

日うっすらと感じたことが確信に変わったのが、同年 5 月 3 日に開催された「桜えびまつ

                                                  
1生物としてはカタカナのサクラエビという表記を使用する。 
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り2」に参加したときだ。とにかくものすごい人であった。翌日の『静岡新聞』によると約

7 万人が訪れたそうで、JR 東海道線も臨時電車を出すだけでなく、由比駅には臨時の券売

機まで設けられていた。そこも行列である。まつりのメイン会場である由比漁港まで歩いて

行ったのだが、この日の「由比桜えび通り」（県道の愛称）はまるで東京原宿の竹下通りで

あった。通り沿いの店もここぞとばかりに張り切って店先に商品を並べており、町全体が活

気にあふれていた。まつりに来た人の中には「由比といえば桜えび」、「桜えびのまち 由比」

という印象をもともと持っていた人も多いだろうが、そう思っていなかった人でも、帰るこ

ろには間違いなくそう印象づけられただろう。私は桜えびが由比を象徴するものになって

おり、その認識が多くの人に浸透していることを実感した。 

しかし、桜えびが発見されたのは今から約 120 年前の 1894（明治 27）年であり、その歴

史は浅い方なのである。この 120 年のあいだにどのような働きかけがされて桜えびがここ

までの地位を築くに至ったのだろうか。そして同時に気になったことは、桜えびを求めてや

ってくる観光客たちではない、由比に住む人々の視点から見る桜えびとはどのような存在

なのかということだ。数十年という短期間に桜えびが由比を象徴するほどの観光資源とな

った過程で、桜えびという存在に対する意識にも変化があったのだろうか。由比の人々の暮

らしと桜えびはどのようにかかわっているのだろうか。これらを調査・分析・考察すること

を目的に、2015（平成 27）年 5 月 18 日から 5 月 24 日までのフィールドワーク実習をおこ

なった。 

 

2 資源としての桜えび  

 

本節では、由比と桜えびの歴史を「資源人類学」の視点から分析するとともに、桜えびの

「観光資源化」について記述する。 

まず「資源」とはなにかを明らかにしておきたい。佐藤仁は、資源を「働きかけの対象と

なる可能性の束」と定義している。そのうえで、資源概念には三つの特徴があるとしている

（佐藤 2008：15-16）。 

①資源とは動的であり、何に資源を見るかは私たちの「見る眼」に依存する。 

②資源とは常に集団を主語とするものであって、その管理や利用には協働が必要になる。③

資源とは、そこにあるものを見出そうとする態度に動機づけられている。 

この特徴を踏まえると、資源とは“である”ものではなく、“になる”ものだといえる。森重

昌之は、資源は 初から「資源」として存在しているわけではなく、人びとが地域の要素に

何らかの「働きかけ」をおこなわない限り資源にはなり得ないのだ、と述べている（森重 

2011：113-114）。「資源」の概念は研究者によってさまざまであるが、佐藤の概念を踏襲し、

森重の言葉を借りるのならば、由比の桜えびも、「人々の働きかけによって『資源化』され

たもの」だと考えることができる。桜えびは「資源」のなかでも、由比の観光業の中心を担

                                                  
2 詳しくは、本報告書内大林の章を参照されたい。 

- 121 -



桜えびは誰のものか～資源人類学の視点から～ 

 

う「観光資源」になっていると考えられるが、実際に由比の桜海老加工連合組合会、商工会、

漁業協同組合などが中心になり、さまざまな働きかけをおこなってきた歴史があった3。文

献、そしてフィールドワークにおいて商工会長の志田氏、元由比町長の望月氏、漁協職員の

大橋氏に話を聞いて得た情報から、この歴史の中で桜えびの観光資源化に関してとくに大

きな影響を与えた出来事は、以下の三つであると考えた。 

・1965（昭和 40）年 プール制4の導入。 

・1994（平成 6）年 桜えび漁百周年記念事業の敢行。第 1 回由比桜えびまつり開催。 

・2008（平成 20）年 ブランド化。「由比桜えび」としての商標登録が特許庁より認可され

る。 

 まずプール制の導入であるが、背景には桜えびの資源管理が急がれたことがある。1894

（明治 27）年の発見以来、多くの船が桜えび漁をするようになり、漁具の発達なども相ま

って絶滅が心配されたのである。守らなければいけない資源だという認識を持っていたこ

とがうかがえる。プール制は現代も続けられており、収入均等分配方式を成功させているこ

とで、管理型沿岸漁業の一つの典型として全国的に注目されている。次に、1994 年は桜え

び漁が始まってちょうど 100 周年の年だったために、自治体を中心にさまざまな記念事業

がおこなわれた。これまで商工フェアという名称でおこなわれていたイベントが、「桜えび

まつり」の名称で開催されるようになったこともあり、この年をきっかけに桜えびの知名度

は大きく高まった。そして 2008 年、「由比桜えび」の商標登録が特許庁より認可され、地

域ブランドとしてこの名称を使用できるようになった。桜えびの PR がますますしやすくな

ったことに加え、由比という地域名と桜えびをつなげて広める権利も得ることができたの

である。 

 上述の 3 名の話からは、由比の桜えびを観光業の中心として外にアピールする責任やそ

のための努力について知ることができた。元由比町長の望月氏によると、「由比桜えび」と

いう名称で地域ブランド化を目指すことになった背景には、2005（平成 15）年の市町村合

併5で「由比町」はなくなってしまったものの、「由比」という名前を埋没させたくはないと

いう思いもあったという。3 名とも、今後ももっと由比桜えびを広めていきたい、という共

通の思いを持っていた。自治体、商工会、漁業関係者らの、「由比の桜えびを広めたい」と

いう熱意をもった働きかけの積み重ねによって、桜えびが観光資源になっていったことを

改めて実感した。 

 

3 暮らしの中の桜えび  

 

前節では、桜えびが観光資源化した過程を、自治体、商工会、漁業関係者らの働きかけを

                                                  
3 詳しくは本報告書内長島の章を参考されたい。 
4 各船の操業条件を同一化し、水揚げ高を均等配分する制度。詳しくは本報告書内長島の章を参照された

い。 
5 詳しくは本報告書内堀口の章を参照されたい。 
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中心に簡単に記述したが、本節では由比に住む一般の人々にインタビューをして聞いた情

報を整理していく。それは「暮らしの中の桜えび」の姿になると位置づけられよう。 

・桜えびは身近か 

・桜えびはどのような存在か 

・桜えびの存在に変化を感じることはあったか 

私はおもに以上のような質問をした。これらの答えから、由比に住む人々の暮らしの中の

桜えびとはどのような存在であり、そしてそれは時代によってどう変化したのか、というこ

とを考察したいと思う。 

私としては、これだけ自治体などが外にアピールしており、実際に観光客も訪れているほ

どなのだから、地元の人々は「誇りである」とか、「期待が高まっている」というような回

答をするのではと予想していた。しかし、実際にインタビューをしていくと予想とは違った

結果が明らかになっていったのである。 

 

3.1 当たり前の存在 

A さんと B さんは、由比北田で旅館を営む 50 代から 60 代の女性である。二人は、桜え

びの思い出についてこう話す。 

 

私らが幼かった頃、桜えびは「もらうもの」だった。夜に漁が終わる今とは違い、昔

は明け方まで漁をやっていたよ。漁のあった次の日の朝は、玄関の戸を開けるとバケツ

いっぱいの桜えびやハダカイワシが置かれていて、子どもたちもその処理を手伝うの

が大変だった。 

  

B さんは桜えびの長いヒゲが苦手だったらしいが、冷凍技術もない時代のため早く食べ

きらなければならず、たくさん食べさせられたという記憶があるそうだ。その影響もあって

今もあまり好きではないという。A さんは幼いころ「山の方」に住んでいたそうだが、「山

の方」の人も「海の方」の人から桜えびをもらうことは多かったようだ。その際は、山のみ

かんや野菜をお返しにしていた。 

C さんは由比駅近くで商売をしている 60 代の男性である。 

   

C さんの家は昔船元と商業を営んでいたらしく、子どもの頃桜えび漁をしたときに混じ

って取れるほかのエビを選別する作業をやっていたという。それらの売り物にならないエ

ビを食べさせられていた。しかし、今の桜えびに対しこう訴えた。 

   

桜えびは今本当に高価になってしまい、地元の人が食べられなくなってしまった。今

は一部の人がいい思いをしているだけ。みんなが良くなるように改革しないと、と思う。 
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今の桜えびは由比の人たちは買わない。もっと安くなればそれぞれの家で使ったり

するだろうが。由比の人の口に入るのはわけ分だけだろうな。 

   

由比川橋の周辺に集まっていた近所の男性たち数人にも話を聞くことができた。彼らは

今の桜えびについてこう話した。 

   

昔と比べて庶民の口に入らなくなった。メディアで全国的に有名になったことで値

段が高くなった。身近でなくなったことで、子どもたちは桜えびの味を忘れちゃうんじ

ゃないかなぁ。もっと地元のことも、考えながらやってほしいという気持ちがある。こ

のままでは子どもはどんどん桜えび離れしてしまうのではないか。 

   

 インタビュー内容の簡単なまとめは以上である。 

50 代以上のインフォーマントらの話に共通するのが、「昔はたくさん食べたが、今はあま

り食べない」、「高価になって身近でなくなってしまった」という、少しネガティブな声であ

った。さらに、彼らの幼いころのエピソードなどから、40～50 年前は今と比べてもっと暮

らしの中に「当たり前に」存在していた桜えびの姿が浮かび上がってきた。 

次項では、嫁ぐことで由比に住むことになった 30 代の女性のインフォーマント 2 人にお

こなったインタビューをまとめる。 

 

3.2 期待する存在への変化 

D さんは由比北田で小売業を営む 30 代の女性である。寺尾（山の方）から嫁いできた。

桜えびが身近と感じるかどうか尋ねたところ、こう話した。 

   

嫁ぐ前よりは桜えびは多少身近になったが、普段はあまり食べない。桜えびまつりの

賑わいには驚く。 

   

E さんは由比北田で自営業を営む 30 代の女性である。隣町の蒲原出身で由比に来て 15

年が経つ。桜えびに関してこのように話した。 

   

桜えびを買って家庭で食べるなんてことはほとんどない。東京の友達が遊びに来た

ら、かき揚げを食べに行ったりする。商売をしていて知り合いが多いので、桜えびはも

らえることも多い。1 シーズン 2 パックはもらえる。 

   

桜えび漁が始まるとやはり観光客は増えるという。桜えびに対しては、次のような期待が

あるようだ。 
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由比は桜えびの町だから、安定していてほしいという気持ちがある。桜えびの漁獲高

によって町がうるおうかどうか決まる。去年桜えびの不漁で桜えびまつりができなか

ったことは大きな打撃だった。桜えびまつりがあるかないかでだいぶ違う。周りの商店

も多額の利益がある。桜えびは守っていきたい資源だ。  

   

インタビュー内容の簡単なまとめは以上である。 

彼女らの話から（加えて第 5 節に後述する由比の小学生たちの声から）、桜えびは現代の

家庭で普段から頻繁に食べられるものではなく、身近な存在とはいいがたいことがよくわ

かる。しかし、単純に桜えびと疎遠であるということではなく、むしろ「観光資源としての

桜えび」への思いは、50 代以上のインフォーマントたちと比べて強いという印象を受けた。 

50 代以上と 30 代のインフォーマントの話を総括してみると、由比における桜えびは 40

～50 年前には「生活の中の当たり前の存在」であったにもかかわらず、現代は「身近とは

言いがたい存在」になっているということがまずわかる。しかし、同時に由比を盛り上げる

存在として期待を寄せる思いは若い人を中心にある、ということも感じられた。年配の方か

らは、今の桜えびに由比を盛り上げることを期待したいというよりは、身近でなくなってし

まったことを残念がっている印象を受けたが、若い人からは、食卓に桜えびが並ぶことは少

ないものの、観光資源として観光客を集めることに期待を寄せる思いが大きい印象であっ

た。 

このような思いの変化、50 代以上と 30 代の考えの違いの背景にはなにがあるのか。やは

り、第 2 節で記述した「観光資源としての桜えび」の歩みが、その変化や違いにかかわって

いるだろう。自治体や漁業関係者の動きによって完成されていった「観光資源としての桜え

び」という印象が、由比の外部の人間だけでなく、由比に住む人々自身の中にも広まってい

るのではないだろうか。 

 その広まりは教育の場にも現れているのだろうか。由比の未来を担う子どもたちにとっ

て桜えびはどのような存在なのか。次節以降では静岡市立由比小学校で聞いた話をまとめ

る。 

 

4 教育の場における桜えび  

 

 本節では由比小学校の教頭先生と栄養教諭の方の話を中心に、教育者の視点からみた、桜

えびをはじめとする郷土教育について記述する。 

 

4.1 由比小学校の郷土教育 

由比住民の桜えびに対する意識について調査するうえでも、どのような郷土教育がなさ

れており、そのなかで桜えびも授業の題材となっているのか、ということは重要だと思われ

る。そこで静岡市立由比小学校を訪ねたところ、岡島均教頭先生（50 代、男性）から話を
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聞くことができた。以下、岡島教頭先生へのインタビューを要約したものである。 

  

漁協で働く人の多くが由比小学校出身であることを考えれば、将来の漁協で働く人

を育てるという意味でも、桜えびやシラスを授業の題材として利用することは多い。社

会の授業における地域の勉強は 3 年生から本格的に始まるが、3 年生では「学区探検」、

4 年生では「県をこえて日本全体へ」、5 年生では「産業と国土」、6 年生では「歴史」、

というように各学年にテーマがあり、それに沿って学習が進んでいく。どの学年のテー

マにも桜えびを絡めることは可能であり、とくに 3 年生と 5 年生で桜えびを多く取り

上げる。また、総合学習の授業では小学校に漁協の人が来て、魚や漁についての紹介を

し、漁協の婦人部の方が魚をさばくパフォーマンスを披露してくれることもある。子ど

もたち自身の桜えびに対する思いとしては、「おらが町の特産品」という思いは持って

いるのではないかと思う。 

   

 以上が岡島先生のインタビュー内容のまとめである。高価になりつつあるということも

あり、現代では給食に出ることはあまりないのではないかと予想していたが、岡島先生によ

ると給食に桜えびはよく出るという。由比小学校の隣に由比の小中学校や幼稚園に給食を

配給する給食センターがあり、そこで栄養教諭として働く奥山さんという女性が、地産池消

ということに熱心なのだそうだ。岡島さんに紹介してもらい、奥山さんにも話を聞くことが

できた。奥山さんへのインタビュー内容については次項で記述する。 

加えて、2015 年 7 月 8 日に由比小学校の郷土教育に関しての追加調査をした。由比小学

校の 5 年生と由比にあるもう一つの小学校である由比北小学校の 5 年生の交流会も兼ねた

課外活動を由比漁港でするということで、それに同行し、由比小学校の郷土教育に関する追

加調査とした。以下はその追加調査についてのまとめである。 

まずは班ごとに分かれて学区内をウォークラリーし、由比漁港を目指す。私は 1 組 8 班

に入り、一緒に行動した。陣笠山や豊積神社など子どもたちに人気のスポット6も実際に確

認することができ、歩きながら 5 年生たちに話を聞くこともできた。10 時半ごろ由比漁港

に到着し、まず乗船体験をした。実際の桜えび漁船に 10 人くらいずつ小学生が乗り、20 分

程度駿河湾をクルージングするもので、意外とスリル満点であった。子どもたちも大喜びで、

運転をする漁師さんもサービス精神旺盛に子どもたちのリクエストにこたえていた。「半島

を沖から見ると寝そべっている観音さまに見えるよ」と漁師さんが解説すると、子どもたち

からも「見える」「すごいすごい」と歓声が上がった。乗船体験が終わると室内に移動し、

漁港制作のビデオ鑑賞をした。由比漁港がおこなっているサクラエビ漁・シラス漁・定置網

漁の説明や、由比港漁協が主催するイベントの紹介を中心としたビデオで、子どもたちは真

剣に鑑賞し、質問も多く出た。その後漁協の婦人部の方々から桜えびのかき揚げと青魚の味

噌汁がふるまわれた。子どもたちは嬉しそうにかき揚げと味噌汁を受け取っていた。そのあ

                                                  
6 第 5 節で根拠を提示する。 
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とには冷凍庫体験があり、マイナス 40 度の冷凍庫に数分入れてもらい、濡らしたタオルが

凍ってしまうのを見て子どもたちは驚いていた。 

学校に戻ると半日の感想をクラスで発表しあい、「船は楽しかったが、あんなに揺れて危

ないなかで漁師さんはいつも働いていることを知って大変だと思った」、「冷凍庫体験など

私たちのために貴重な体験をさせてくれた」などの感想が出た。子どもたちの発表からは充

実した課外活動であったことが伝わってきた。 

同行していた由比小学校の先生の話によると、現在漁協で働く方の一人が「この活動は俺

らが小学校のころからやっていたな」と言っていたという。長年受け継がれている活動のよ

うだった。 

岡島先生のインタビュー内容、そして追加調査から、由比小学校は由比漁協と連携を取り

ながら積極的な郷土教育を実践していることがうかがえた。由比小学校を出て将来由比漁

協で働く人が多いことも背景にあるようだ。教室で学ぶだけでなく、実際に見たり聞いたり

体験することのできる課外活動の存在は、子どもたちが地域のことにより関心を持つきっ

かけになるだろう。由比小学校でいたただいた、静岡市のすべての小学校に配布される総合

学習の教材にも、「由比の桜えび」が大きく取り上げられており、駿河湾でしか水揚げされ

ないことや、プール制によって管理されていることなどもわかりやすく記載されていた。 

 

4.2 給食における桜えび 

以下、先述した奥山文野栄養教諭へのインタビューの内容である。奥山栄養教諭は由比小

学校に赴任してきて 5 年目の 30 代の女性である。給食における桜えびについてこう話し

た。 

   

月に 1 回は給食に桜えびを出したいと思っている。だしが出ておいしいので、よく

味噌汁に入れて出す。しかし、苦手な子が多いという声も聞く。かき揚げなら大丈夫な

子も多いので 1 年に 2 回かき揚げを出す日を作るようにしている。給食で使うから、

ということで安く手には入れているが、やはり高価なので野菜でかさましするなどの

工夫も必要だ。 

   

地域の特産品を給食に取り入れることに熱心な背景には、次のような思いがあるそうだ。 

   

「桜えび＝売るためだけのもの」ではなく、将来それらに関わるときのためにも少し

でも親しみをもってもらいたい。また、桜えびは地元の産業であり、駿河湾でしか獲れ

ないものでもあるので、地域の誇りというものも持ってもらいたい。「食育」という観

点からも桜えびとシラスはとりあげやすいんですね。冷凍保存できて 1 年中使うこと

ができるから。他の魚は 1 度加工のために清水港に持っていかれてしまうのに対し、

桜えびは加工も由比でされているため入手もスムーズです。 
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また、奥山栄養教諭は、これからの目標を次のように掲げている。 

   

桜えびを大好きになってもらいたいとは言わないが、「地元のものであり、地元の方

がとってきり加工したものだから残さず食べよう」という思いを持ってほしい。 

 

 以上が奥山栄養教諭へのインタビュー内容である。 

 子どもたちに、給食の桜えびをとおして地域の産業に親しみや誇りを持ってほしいと望

む奥山栄養教諭の熱心な思いが伝わってくるインタビューであった。 

 次節では子どもたちの声に迫る。 

 

5 由比の子どもたちと桜えび 

 

本節では、由比に住む子どもたちの桜えびに対する意識や消費状況について記述する。由

比には静岡市立由比小学校と静岡市立由比北小学校の二つの小学校がある。今回は静岡市

立由比小学校の 3 年生と 5 年生に 2 種類の簡単なアンケート調査を実施した。その結果を

見ながら、「由比の子どもたちと桜えび」について考える。 

実施したアンケートの質問項目は以下のとおりである。 

 

アンケートⅠ 

①遠くから遊びに来た人に由比の自慢のものを紹介してと言われたら何を紹介したいです

か？ 

②なぜそれを紹介したいと思いましたか？ 

 

アンケートⅡ 

③桜えびを 1 か月に何回くらい食べますか？ 

④桜えびは好きですか？（大好き、好き、ふつう、嫌い、大嫌いの 5 択） 

⑤（大好き、好きを選択した生徒に）どんな料理で食べる桜えびが好きですか？ 

⑥（嫌い、大嫌いを選択した生徒に）どういうところが嫌いですか？ 

 

以下がアンケートの結果である。 

 

アンケートⅠ（3 年生 42 名回答） 

①遠くから遊びに来た人に由比の自慢のものを紹介してと言われたら何を紹介したいです

か？ 
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図 1 由比の自慢を紹介するとしたら何を紹介するか（3年生） 

出典：アンケート調査をもとに筆者作成 

 

由比小学校の 3 年生が挙げた「由比の自慢のもの」の 37 パーセントが「桜えび」という

結果になった。「海・漁港」、「シラス」、「魚」という回答も多く、これら「海」に関する回

答が全体の 63 パーセントを占めた。 

また、「じんがさ山（陣笠山）」や「豊積神社」は由比小学校の近くにある小学生たちがよ

く遊ぶ場所である。その他「由比小（由比小学校）」、「由比小の 5 本柱（由比小学校の５つ

のきまりごと）」という回答もあり、これらは比較的彼らの行動範囲の世界での「自慢のも

の」であるといえる。 

 

②なぜそれを紹介したいと思いましたか？ 

この項目に関しては、①で「桜えび」を挙げた生徒の回答の中から抜粋して記載する。 

・（ピチピチしていて）おいしいから 

・かき揚げがおいしいから（桜えびのうまみがでている） 

・由比でよく売っているから 

・桜えびまつりをやっているから 

・由比でよく獲れるから 

・お父さんが漁師だから 

・漁師さんが夜遅くから獲っているから 

・親戚が店をやっているから 

・由比の有名な食材、名物だから 

37%

12%
8%

6%

6%

6%

25%

桜えび 海、漁港 シラス 魚 陣笠山 豊積神社 その他
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・由比にしかないから 

 

まだ地域の勉強が始まったばかりの 3 年生だが、「由比の自慢は桜えび」という回答が約

4 割あり、授業で十分に習う前から子どもたちは「由比でよく売ってい」たり、「桜えびま

つりをやってい」たりすることから「桜えびが由比の自慢と言えるのかもしれない」という

気持ちを持つと考えられるだろう。 

しかし、由比の自慢に桜えびを挙げた理由に、「由比の有名な食材、名物だから」といっ

た外からの視点を感じさせる回答や、「由比にしかないから」というその稀少性に触れる回

答もあったことには驚いた。 

 

アンケートⅡ（3 年生 42 名回答） 

③桜えびを 1 か月に何回くらい食べますか？ 

④桜えびは好きですか？（大好き、好き、ふつう、嫌い、大嫌いの 5 択） 

 

 
図 2 桜えびの消費と好き嫌い（3年生） 

出典：アンケート調査をもとに筆者作成 

 

③で一番多かったのは「ほとんど食べない」という回答で、次に「よく食べる」であった。

家庭によって差があるようである。しかし、話を聞くと、「よく食べる」家庭は父親や親せ

きが漁師をやっている、近所からもらうことが多い、といった港町ならではの理由があるよ

うだ。桜えびは「嫌い」「大嫌い」と答えた生徒も 7 名いた。 

 

よく食べる（10回以

上）

時々食べる（4～9
回）

ほとんど食べない

（1～3回）
食べない（0回）

大好き 10 4 2 1

好き 3 4 4 0

ふつう 0 2 3 1

嫌い 0 0 2 0

大嫌い 0 0 3 2

0

2

4

6

8

10

12

大好き 好き ふつう 嫌い 大嫌い
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⑤（大好き、好きを選択した生徒に）どんな料理で食べる桜えびが好きですか？ 

・かき揚げ 

・桜えびドーナツ 

・せんべい 

・釜揚げ 

・桜えび入りみそ汁 など 

 

かき揚げが断然の一番人気であり、桜えびドーナツがそれに続いた。桜えびドーナツとは、

由比港漁業協同組合（漁協）の直営店「浜のかきあげや」で販売されている、桜えびを生地

に練りこんだドーナツである。 

 

図 3 桜えびドーナツ 

出典：由比漁協 HP（http://www.yuikou.jp/enjoy.html）より 

 

⑥（嫌い、大嫌いを選択した生徒に）どういうところが嫌いですか？ 

・ひげがちくちく（もしゃもしゃ）するから 

・ぱさぱさしているところ 

・かお、しっぽ、からだ、足 

・目が気持ち悪い 

・まずい 

・かたくて食べにくい 

・たまにのどにつっかかる 

 

 だいたい予想通りの理由であった。食感が苦手な生徒が多いようだ。 

3 年生へのアンケート結果は以上である。次に同じアンケートの 5 年生の結果である。 

アンケートⅠ（5 年生 77 名回答） 

①遠くから遊びに来た人に由比の自慢のものを紹介してと言われたら何を紹介したいです

か？ 
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図 4 由比の自慢を紹介するとしたら何を紹介するか（5年生） 

出典：アンケート調査をもとに筆者作成 

 

 3 年生に比べ、「桜えび」という回答は 9 パーセント多く、46 パーセントだった。次に「シ

ラス」という回答が多く、「桜えび」と「シラス」だけで 68 パーセントにのぼる。「桜えび

やシラス」というようにセットで回答している生徒も多かった。3 番目 4 番目に、3 年生の

回答にはまったく出てこなかった「みかん」「びわ」という農産物が入った。その他にも「歴

史（歴史的な建物）」「寺・神社」「祭り（わくぐりさん7）」「産業がさかん」「海の幸と山の

幸両方あること」など 3 年生ではでてこなかった回答が多くみられ、地域の勉強で得た知

識を生かしており、より広い視野で由比をみたうえでの「自慢」を挙げていることがわかる。 

 

②なぜそれを紹介したいと思いましたか？ 

この項目に関しては、①で「桜えび」を挙げた生徒の回答の中から抜粋して記載する。 

・由比では新鮮な桜えびがとれるから 

・駿河湾でしか獲れないから 

・由比が一番獲れる量が多いから 

・由比でしか獲れないから 

・由比の特産品だから 

・さかんな食べ物だから 

・桜えび漁がさかんだから 

・由比で有名だから 

                                                  
7 輪をくぐる儀式があることからこう呼ばれている。 

46%

22%

7%

5%

4%

16%

桜えび シラス みかん びわ 自然 その他
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 3 年生に比べ、個人的な感想による理由が減り、客観的に由比をみた意見が多かった。 

 

アンケートⅡ（5 年生 77 名回答） 

③桜えびを 1 か月に何回くらい食べますか？ 

④桜えびは好きですか？（大好き、好き、ふつう、嫌い、大嫌いの 5 択） 

 

 
図 5 桜えびの消費と好き嫌い（5年生） 

出典：アンケート調査をもとに筆者作成 

 

 3 年生に比べ、「ほとんど食べない」の層が多い。3 年生には③の質問が難しいという先

生からの指摘もあったため、この 5 年生の結果の方が実際の小学生の消費量に近いと思わ

れる。給食でだいたい月に 1 回は出るため、家庭に限定したら 0 回という生徒も含まれ

る。3 年生に比べ、「嫌い」「大嫌い」と答えた生徒の割合は大幅に少ない。「大好き」なの

にほとんど食べる機会がないという生徒が多いことは少し切なく感じる。 

 また、「旬のときは 5 回くらいで旬じゃないときは 0 回」という回答や、「普段は食べず

特別な日に食べる」という回答をくれた生徒もいた。「特別な日に食べる」というこの回

答は、日常的に桜えびを食べていた昔に比べ、遠い存在となった現代の桜えびの位置を象

徴しているようである。 

 

⑤（大好き、好きを選択した生徒に）どんな料理で食べる桜えびが好きですか？ 

⑥（嫌い、大嫌いを選択した生徒に）どういうところが嫌いですか？ 

結果が 3 年生とほとんど変わらなかったため省略する。⑤の結果は断然かき揚げが多

よく食べる（10回以

上）

時々食べる（4～9
回）

ほとんど食べない

（1～3回）
食べない(0回)

大好き 8 9 14 1

好き 1 5 12 0

ふつう 3 2 18 0

嫌い 0 1 2 1

大嫌い 0 0 0 0

0
2
4
6
8

10
12
14
16
18
20

大好き 好き ふつう 嫌い 大嫌い
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く、⑥ではひげなどの食感が苦手な生徒がほとんどだった。 

由比小学校の 3 年生と 5 年生に実施したアンケートの結果は以上である。この結果から

は、「由比の子どもたちと桜えび」の姿が見えてくる。“遠くから来た人に紹介したい由比

の自慢”に桜えびを挙げた生徒は多く、これは、桜えびが由比の観光資源であるという意

識が子どもたちのあいだにもある程度広がっていると捉えることができる。しかし、日常

的な消費量は、桜えびの好き嫌いにかかわらず想像以上に少なかった。 

 少子化の影響もあってか、由比の子どもの数も少ない。この数のアンケートですべてを

断定することはできないが、それでもある程度の情報は反映されているといってよいだろ

う。 

 

6 考察 

 

ここまで、由比に住む人々の視点から見る桜えびとはどのような存在なのか、桜えびが

観光資源化した過程でその存在に対する意識にも変化があったのだろうか、由比の人々の

暮らしと桜えびはどのようにかかわっているのだろうか、といったことについて、由比に

住む人々の声を中心に記述してきた。 

由比住民へのインタビューを重ねるなかで、「観光資源としての桜えび」が果たす役割

はとても重要でその力に期待する由比住民の声も大きいものの、「昔は身近な存在だった

のに、今は遠くなってしまった」というような現代の桜えびの姿が浮かび上がってきた。

観光資源化のプロセスのなかで、桜えびが由比の住民の生活とはだんだん疎遠になってし

まったのか。若い年代の方からは「買ってまで食べることはない」「普段から食べるとい

ったものではない」といった声が聞かれ、子どもたちからも「1 か月にほとんど食べな

い」という声が多く聞かれた。 

50～60 代の方が幼かった頃は「身近な存在だった」「食べすぎて嫌いになるほどだっ

た」という桜えびが、なぜ今は由比住民にとって身近だとは言えない存在になったのだろ

うか。片岡によると、自然環境が観光資源となるためには、 （1）歴史的評価、（2）社会

的評価、（3）希少性、（4）固有性、（5）本物性の諸要素のいずれか、もしくは全ての要件

に合致することが必要であるという。それに加え、なにより人が「観光資源である」と認

識することによって観光資源として成立するとされている（片岡 2009 ）。桜えびが由比

住民の身近な存在でなくなった背景において、意識の面で、桜えびが観光資源化されてい

くにつれ由比住民の中でも「観光資源である」という認識が広がり、「生活資源である」

という認識が薄まってしまったことがあると考えられる。由比小学校で実施したアンケー

トでも、“遠くから来た人に紹介したい由比の自慢”に桜えびを挙げる子が圧倒的に多

く、桜えびに対して外向けの意識があることを感じさせた。子どもたちのなかから聞かれ

た「普段は食べず特別な時だけ食べる」という声もその象徴的なものかもしれない。 
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7 おわりに 

 

 「桜えびはいったい誰のものなのか」――今回の調査を進めるなかで浮かんできた疑問

である。観光資源として順調に由比を支える存在に成長してきたと思われた桜えびだが、

実際に由比に住む人々に話を聞いていくと、「桜えびは、由比住民のものから観光客のも

のになってしまった」、そんな印象を受ける場面が多くあったのである。考察で述べたよ

うに、「観光資源である」という認識が広まったことで「生活資源である」という認識が

薄まったことをその背景にするとしたら、観光資源化のプロセス上、ある程度仕方がない

ことなのかもしれない。しかし、気になるのは、年配の住民たちから聞かれた「今や桜え

びは遠い存在になってしまった」という声や、「今の子どもたちは食べる機会が少なくて

桜えび離れしてしまうのではないか」という声だ。子どもたちに実施したアンケートで、

「桜えびは大好きだが、ほとんど食べる機会がない」という子もいた。そのような声を聞

くと、このままでいいのだろうか、と思ってしまう。もっと地元住民にとって身近な存在

でありながら、外にもアピールできている存在であることが、 も理想的な観光資源のか

たちなのではないだろうか。この両立は難しいことかもしれないが、由比小学校の実践す

る郷土教育や、栄養教諭奥村さんの活動からは、「由比住民のものではなくなってしまっ

ていく」傾向に歯止めをかけ、由比の子どもたちにとってもっと身近な存在であってほし

いという思いも感じることができた。     

「桜えびは由比住民のものであり、由比に訪れる観光客のものである」――由比に住む

人々がこう感じることのできる存在になったとき、桜えびの観光資源化は本当に成功した

といえるのかもしれない。 
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